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清瀬市高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画の
最終報告がまとめられました

　平成 27 年度から 29 年度までを計画期間とする「清
瀬市高齢者保健福祉計画・第 6期介護保険事業計画」
の策定のため、学識経験者や保健・医療・福祉関係者、
市民公募委員から構成される「清瀬市高齢者保健福祉
計画・第 6期介護保険事業計画策定委員会」を設置し、

き
よ
せ
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り

３
月
28
日
㈯
～
４
月
５
日
㈰

午

前

10

時

～

午

後
４

時

中
里
緑
地
保
全
地
域
他

所得段階 対象となる方 保険料率 年額保険料

第１段階
世帯全員
が市民税
非課税で

生活保護・老齢福祉年金受給者の方、
前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

基準額×0.40 27,200 円

第２段階 前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 120 万円以下の方 基準額×0.62 42,300 円

第３段階 第１・第２段階に該当しない方 基準額×0.73 49,800 円

第４段階
世帯の誰
かが市民
税課税か
つ本人は
市民税非
課税で

前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方 基準額×0.84 57,300 円

第５段階 第４段階に該当しない方 基準額 68,200 円

第６段階

本人が市
民税課税
で、前年
の合計所
得金額が

120 万円未満の方 基準額×1.12 76,400 円
第７段階 120 万円以上 190 万円未満の方 基準額×1.27 86,600 円
第８段階 190 万円以上 290 万円未満の方 基準額×1.40 95,500 円
第９段階 290 万円以上 400 万円未満の方 基準額×1.52 103,700 円
第 10段階 400 万円以上 500 万円未満の方 基準額×1.66 113,200 円
第 11段階 500 万円以上 600 万円未満の方 基準額×1.74 118,700 円
第 12段階 600 万円以上 700 万円未満の方 基準額×1.88 128,200 円
第 13段階 700 万円以上 800 万円未満の方 基準額×1.98 135,000 円
第 14段階 800 万円以上 900 万円未満の方 基準額×2.12 144,600 円
第 15段階 900 万円以上 1,000 万円未満の方 基準額×2.23 152,100 円
第 16段階 1,000 万円以上 2,000 万円未満の方 基準額×2.40 163,700 円
第 17段階 2,000 万円以上 3,000 万円未満の方 基準額×2.55 173,900 円
第 18段階 3,000 万円以上の方 基準額×2.70 184,200 円

３月 28 日㈯・29 日㈰  中里緑地保全地域 B 地区

問合せ　水と緑の環境課緑と公園係☎ 497・20
98（明治薬科大学薬用植物園などについては明
治薬科大学☎ 495・8611）

きよせカタクリまつりイベント

約 1年間に渡って検討を行ってきました。
　この度、「清瀬市高齢者保健福祉計画・第 6期介護
保険事業計画」の最終報告書が同策定委員会から市長
に提出されましたので、その内容を報告します。
問合せ　高齢支援課介護サービス係☎ 497・2080

　
「
清
瀬
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
」
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
介
護
給
付
費
の
推
移
、
介
護

保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

計
画
の
最
終
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
基
本
理
念
を「
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
　
尊
厳
あ
る

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
　

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
」と
定
め
、
高
齢
者
が
可
能
な
限

り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

次
の
８
つ
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
・
強
化

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
を

柔
軟
に
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
介
護
予
防
の
推
進

　

一
人
一
人
が
活
動
的
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
た
め
、
地
域
に
お
け

る
専
門
職
の
積
極
的
な
活
用
や
自
立
支

援
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

③
認
知
症
施
策
の
推
進

　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
を
見
据
え
、

認
知
症
の
早
期
診
断
・
対
応
、
認
知
症

の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
と
そ
の
流
れ
の
確
立
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
家
族
支
援
な
ど
、

認
知
症
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

④
日
常
生
活
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備

　

日
常
生
活
上
の
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
活
用
を
通
じ
、
生
活
支
援
な
ど
の

住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す

65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
を
算
定

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
事
業
主
体
の
支
援
・

協
働
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑤
医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど
の
連
携

　

医
療
ニ
ー
ズ
や
介
護
ニ
ー
ズ
を
併
せ

持
つ
疾
患
な
ど
を
抱
え
る
高
齢
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
地
域
の
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
が
し
や
す
い
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑥
高
齢
者
住
ま
い
の
安
定
的
な
確
保

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
ま

い
が
提
供
さ
れ
、
個
人
の
尊
厳
を
確
保

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
な
ど
の
環
境

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑦
人
材
の
確
保
及
び
質
の
向
上

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

た
め
、
事
業
者
の
介
護
人
材
確
保
の
支

援
や
、
資
源
開
発
を
担
う
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
・
育
成
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
事
業
主
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑧
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援

　

市
民
・
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
が
連

携
し
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
支

援
対
策
な
ど
、
要
援
護
者
へ
の
支
援
・

協
力
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
計
画
期
間
中

の
介
護
保
険
給
付
費
の
見
込
み
額
を
推

計
し
、
そ
れ
を
40
歳
以
上
の
市
民
と
公

費（
国
・
都
・
市
）
で
負
担
す
る
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
計
画
期
間
中
の

負
担
割
合
は
、65
歳
以
上
の
方
が
22
㌫
、

40
～
64
歳
の
方
が
28
㌫
、
公
費
が
50
㌫

で
す
。

　

計
画
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
介
護

報
酬
の
改
定
、
国
に
よ
る
清
瀬
市
の
地

域
区
分
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
65
歳
以

上
の
方
の
介
護
保
険
料
が
、基
準
額（
第

５
段
階
）で
17
㌫
引
き
上
げ
と
な
る
年

額
６
万
８
千
200
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

―
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料（
平
成
27

　
年
度
か
ら
29
年
度
の
３
年
間
・
左
表

　
参
照
）

　

①
所
得
段
階
を
現
行
の
13
段
階（
実

質
15
段
階
）か
ら
18
段
階
に
細
分
化
を

図
り
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料
率

（
基
準
額
に
対
す
る
割
合
）に
し
ま
す
。

②
現
行
の
第
１
段
階
と
第
２
段
階
が
統

合
さ
れ
第
１
段
階
と
な
り
、
保
険
料
率

を
０
・
45
か
ら
０
・
40
に
引
き
下
げ
ま

す
。
③
現
行
の
特
例
第
３
段
階
が
第
２

段
階
と
な
り
、
保
険
料
率
を
０
・
65
か

ら
０
・
62
、
第
３
段
階
が
０
・
75
か
ら

０
・
73
、
特
例
第
４
段
階
が
第
４
段
階

と
な
り
０
・
88
か
ら
０
・
84
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
介
護

保
険
料
は
３
月
の
市
議
会
の
審
議
を
経

て
改
定
し
ま
す
。

※
40
～
64
歳
の
方（
第
２
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
料
は
、
ご
加
入
の
医

療
保
険
ご
と
の
計
算
方
法
で
決
ま
り
ま

す
。
詳
細
は
ご
加
入
の
各
健
康
保
険
組

合
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

渋谷市長（左）に最終報告書を手渡す村
川委員長（中央）と小滝副委員長

最終報告書の第１号被保険者（65 歳以上）の所得段階別介護保険料

イベント 日時 内容・申込みなど

自然観察会
（先着30人）

両日午前 10時
～ 11時 30 分・
集合＝本部前

講師　清瀬の自然を守る会会員
※団体での観察は要事前予約。

販売
コーナー

両日午前 10時
～午後４時

市刊行物コーナー＝「清瀬の野
鳥」「清瀬の名木・巨木百選」「清
瀬の植物」など
清瀬の自然を守る会オリジナル
グッズ＝花百選・絵はがき・し
おりなど
和菓子販売＝まんじゅうなど

カタクリの花を楽しみ、雑木林の保護と育成につ
いて関心を深めませんか。まつり期間中は、清瀬せ
せらぎ公園管理棟に本部（インフォメーションセン
ター）を開設します。（３月 28 日㈯・29 日㈰は第四
小学校南側の中里緑地保全地域Ｂ地区に本部出張所
を開設）
なお、今年は清瀬第四小学校でのイベント・駐車
場の設置は行いません。
◆パネル展示
　期間中、市内に生育する野草・野鳥などのパネル
を展示します。
場所　清瀬せせらぎ公園管理棟・中里地域市民セン
ター（中里地域市民センターは月曜休館）
◆明治薬科大学の薬用植物園「明薬の森」・資料館
日時　薬用植物園「明薬の森」＝まつり期間中の午
前９時 30 分～午後４時、資料館＝火～木曜日午後
１時～４時・土曜日午前 10 時～午後１時
場所　明治薬科大学（野塩二丁目）
※いずれも直接会場へ。

　清瀬の自然を守るため、期間中、清瀬市緑
地保全基金協働団体の方々が本部に募金箱を
設置し、緑地保全基金への募金活動を行いま
す。ご協力をお願いします。
場所　本部（インフォメーションセンター）

緑地保全基金の募金にご協力を


